
第
２
次
弥
富
市
総
合
計
画
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
け
る
新
産
業
エ
リ
ア
に
つ
い

て
以
下
を
問
う
。

八
穂
、
末
広
地
区
を
新
産

業
エ
リ
ア
に
位
置
付
け
た
理
由

は
。

都
市
整
備
課
長　
開
発
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
非
常
に
高
い
た

め
。

当
該
地
区
に
お
い
て
計
画

が
進
展
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

建
設
部
長　
八
穂
地
区
に

お
い
て
は
、
埋
設
物
の
問
題
や

事
業
の
確
実
性
が
担
保
で
き
な

か
っ
た
。

八
穂
地
区
に
企
業
か
ら
問

い
合
わ
せ
は
あ
る
か
。

市
長　
令
和
２
年
度
は
問

い
合
わ
せ
４
件
。
内
１
件
が
事

業
計
画
案
を
示
す
。

八
穂
地
区
、
末
広
地
区
の

事
業
計
画
に
基
づ
く
今
後
の
進

め
方
は
。

八
穂
地
区
は
市
街
化
区
域

へ
編
入
を
検
討
。
末
広
地
区

は
、
市
街
化
調
整
区
域
内
の
地

区
計
画
を
検
討
。

こ
の
事
業
計
画
実
現
に
向

け
て
市
の
体
制
づ
く
り
は
。

グ
ル
ー
プ
の
編
成
、
専
門

的
な
知
識
を
要
す
る
職
員
の
確

保
。

市
長
総
括
を
。

工
業
系
土
地
利
用
に
向
け

て
進
め
て
い
く
。

償
還
開
始
と
終
了
年
度
、

及
び
想
定
さ
れ
る
最
高
償
還
額

と
そ
の
年
度
は
。

財
政
課
長　
令
和
５
年
度

か
ら
令
和
29
年
度
の
予
定
。
令

和
11
年
度
約
１
億
６
２
２
０
万

円
。

他
の
事
業
も
あ
る
が
安
定

し
た
行
政
運
営
を
行
う
に
あ
た

り
財
政
上
問
題
な
い
か
。

総
務
部
長　

問
題
は
な

い
。

市
長
総
括
を
。

市
長　
少
子
高
齢
化
対
策

と
し
て
、
将
来
の
弥
富
市
の
活

力
や
魅
力
の
創
造
強
化
に
つ
な

が
る
大
変
重
要
な
事
業
。

今
年
３
月
に
事
業
の
覚
書
締

結
を
予
定
す
る
Ｊ
Ｒ
・
名
鉄
弥

富
駅
自
由
通
路
事
業
に
つ
い
て

以
下
を
問
う
。

事
業
目
的
は
。

市
長　
弥
富
駅
周
辺
に
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

弥
富
市
が
事
業
主
体
で
あ

る
理
由
は
。

建
設
部
長　
市
は
南
北
の

連
携
強
化
及
び
踏
切
対
策
の
道

路
と
し
て
築
造
・
管
理
し
て
い

く
た
め
。

工
事
費
の
自
治
体
へ
の
負

担
割
合
は
全
国
一
律
か
。

工
事
費
の
積
算
は
全
国
一

律
で
は
な
い
。
負
担
割
合
に
つ

い
て
は
、
要
綱
に
基
づ
き
費
用

負
担
額
を
算
出
し
、
本
市
だ
け

に
特
化
し
た
も
の
で
は
な
い
。

問問問 答答

問問問 答答答 答

問問問 答答答

問問問 答答答

▲八穂地区（八穂クリーンセンター周辺）

問
答

JR・名鉄弥富駅
自由通路事業は

大変重要な事業

平野 広行 議員
政新会

工業系土地利用に向けて進める答
都市計画マスタープラン進捗は問

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

令
和
３
年
度
当
初
予
算

議
案
等
の
賛
否
状
況一覧

一般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ
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